
ハ
ナ
l
ハ
包

箆
勝
十
三
突
来
初
冬
浮
巣
庵
文
案
。
そ
の
文
中
に
芭

蕪
七
十
回
忌
の
紀
念
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見

え
る
。ハ

ナ
フ
サ
ジ
ザ
エ
モ
ン
鏑
撤
治
左
衛
門
臨
長

ご
年
前
回
利
長
に
仕
へ
て
二
百
石
を
領
し
、
十
五
年

夜
。
子
清
右
衛
門
以
後
島
田
氏
と
改
め
た
。

ハ
ナ
フ
サ
チ
ョ
ウ
英
町
金
抑
の
町
名
。
勉
賂

記
に
、
事
光
寺
辻
か
ら
六
角
堂
辻
ま
で
の
闘
で
、
も

と
安
江
木
町
の
地
内
で
あ
っ
た
の
を
、
近
年
町
各
政

7
苛
，

癖
の
際
、
町
内
に
英

m光
梼
寺
あ
る
を
以
て
、
英
町

の
芋
を
用
ひ
て
ハ
ナ
フ
サ
町
と
呼
ぱ
し
め
た
と
あ

る
。
こ
の
町
名
殴
穏
と
い
ふ
の
は
文
政
四
年
ご
且
に

行
は
れ
た
も
の
L

こ
と
で
あ
る
。

ハ
ナ
ミ
波
並
鳳
笠
郡
諸
橋
郷
に
臨
す
る
部
w
m
o

能
鷺
名
跡
志
に
、
『
・
波
離
村
。
獄
.
助
に
て
よ
き
村
な

り
。
此
村
に
後
藤
・
飯
森
な
ど
L

て
古
き
百
姓
あ
り
。

叉
治
郎
兵
衛
と
い
ふ
者
の
方
に
日
J

丸
の
肱
・
澗
川
の

践
と
て
あ
り
。
叉
唐
俸
と
て
骨
つ
ぎ
の
名
禁
あ
り
。

搬
の
偲
へ
し
方
と
い
へ
り
。
』
と
あ
る
。

ハ
ナ

εサ
ン
ノ
ウ
シ
ヤ
波
並
山
王
位
鳳
芸
部

披
砲
に
あ
っ
た
。
文
政
の
枇
脱
幌
に
山
正
大
明
制
彼

蹴
村
銀
座
と
あ
る
。
明
治
中
火
宮
司
帥
枇
に
併
合
せ
ら

れ
た
日
昔
前
枇
是
で
あ
ら
う
。

ハ
ナ

εヅ
キ
花
見
月
腿
局
部
一
一
背
庄
に
臨
す

る
部
帯
。
税
臨
二
年

E
n得
江
石
王
丸
代
長
野
彦
五

郎
季
光
の
箪
忠
政
に
、
『
去
年
十
一
同
月
三
日
観
敵
井
上

布
袋
丸
笛
木
彦
十
郎
以
下
、
自
蛍
閥
・
同
木
院
打
出
、

寄
来
花
見
槻
之
閥
、
馳
彼
腕
致
箪
忠
詑
。
』
と
あ
る
花

見
槻
も
是
で
あ
る
。

ハ

ナ

ミ

ヅ

キ

徳

見

槻

花

見

足。
ハ
ナ
レ
ジ
マ
路
島

に
近
い
島
。

鳳
軍
部
宇
出
律
山
分
の
磁

J
ハ
ナ
ミ
ヅ
キ

ハ
=
ダ
塩
田
か
ネ

る
部
務
。

ハ
-
一
ダ
ノ
ゴ
ロ
ベ
Z

種
目
の
亘
郎
兵
衛
.
ば
ダ

能
業
部
埴
聞
の
入
。
承
臨
ご
年
ご
周
十
村
を
命
ぜ
ら

れ
、
明
勝
二
年
九
用
持
高
の
内
四
反
二
百
歩
を
扶
持

せ
ら
れ
て
、
御
技
待
人
十
村
に
法
み
、
三
年
二
周
廿

七
日
琵
に
九
反
を
加
増
せ
ら
れ
た
。

ハ
ネ
羽
根
珠
洲
郡
木
郎
郷
に
臨
す
る
部
務
。

能
資
名
跡
志
に
、
『
員
脇
よ
り
m
羽
根
村
ヘ
サ
六
町
。
民

帥
八
鵬
宮
は
よ
き
枇
な
り
。
普
は
大
磁
場
に
て
、
は

ん
じ
ゃ
う
な
る
地
也
。
御
盤
競
・
唐
竹
の
援
等
あ
り
。
』

能
資
誌
に
、
『
羽
根
の
地
磁
堂
と
て
村
中
に
あ
り
。
む

か
し
此
海
よ
り
あ
が
り
給
ふ
骨
格
像
と
て
三
掠
な
り
。

参
詩
人
不
絶
。
』
と
あ
る
。

ハ
ネ
タ
ピ
剣
首
務
政
の
時
、
歩
士
強
以
上
士

分
の
者
が
続
賊
を
錦
し
、
又
は
私
曲
を
行
う
て
、
そ

の
刑
死
に
詰
る
時
は
、
例
首
に
磁
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
o
古
く
は
康
民
の
斬
刑
を
例
首
と
い
ふ
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
後
に
は
前
砲
の
如
く
、
士
人
に
し
て

破
股
恥
非
を
犯
し
た
揚
合
に
の
み
言
は
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
創
首
は
一
に
打
首
と
も
い
ひ
、
そ
れ
を
抑

制
刷
を
か
け
た
ま
弘
行
ふ
時
に
は
特
に
縛
首
と
い
う

た。
ハ
ネ
ダ
塩
田

J
ハ
ニ
ダ
抱
制
。

ハ
ネ
バ
シ
践
橋
金
縛
域
外
に
在
っ
た
。
九
且

十
六
日
附
ハ
年
不
詳
)
伯
脅
・
問
書
宛
前
田
利
長
の
手

書
に
、
『
わ
ざ
と
申
入
候
。
仰
は
ね
ぱ
し
の
石
が
き
商

之
丸
ど
れ
も
出
来
申
候
云

fu』
と
い
ひ
、
金
制
仲
古
蹴

誌
に
、
『
本
銭
形
近
藤
甲
斐
守
屋
敷
跡
に
御
密
院
あ
り

し
頃
は
、
御
普
段
よ
り
北
の
方
ぺ
御
蝶
折
目
よ
り
十

四
五
閲
許
上
の
方
に
、
長
さ
七
八
間
帯
幅
六
七
尺
許

の
橋
あ
り
。
大
石
垣
の
方
よ
り
七
尺
許
引
上
ぐ
る
や

う
に
致
し
有
之
。
具
頃
車
橋
と
い
ふ
。
』
と
あ
る
も
の

能
美
郡
徳
橋
郷
に
麗
す

六
八
五

是
で
あ
る
。
高
石
垣
下
の
御
花
畠
か
ら
探
甑
掘
を
越
一
石
を
襲
ぎ
、
大
小
勝
に
班
し
、
貿
永
六
年
前
回
吉
徳

え
て
架
け
て
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
後
に
は
橋
が
な
一
の
御
部
屋
附
と
な
り
、
亭
保
二
年
大
小
勝
横
目
か
ら

く
、
そ
の
附
涯
に
車
梼
門
の
名
を
残
し
た
。
一
次
第
に
昇
鑑
し
、
九
年
ご
百
.
石
を
加
へ
て
物
頭
抽
出
に

ハ
バ
羽
場
石
川
郡
湯
濁
郷
に
屈
す
る
部
務
。
一
任
じ
、
十
五
年
十
周
十
七
日
四
十
九
歳
を
以
て
捜
し

バ

バ

馬

場

↓

サ

y
ポ
ウ
パ
パ
三
方
馬
場
。
一
た
。

バ
バ
馬
場
能
美
郡
架
禄
郷
に
鹿
ず
る
部
務
。
一
バ
パ
ノ
ウ
チ
馬
場
内
川
わ
が
臥
至
郡
仁
倖
郷

バ
パ
馬
場
刈
シ
鳳
至
郡
仁
停
郷
に
臨
す
&
一
に
鴎
ず
る
部
務
。

邸
w
m
o
能
管
名
跡
志
に
『
伊
藤
氏
の
十
村
役
あ
り
。
』
一
バ
バ
ノ
ザ
イ
ケ
馬
場
の
在
家

4
ト
ウ
ノ
パ
パ

と

記

す

る

。

一

一

塔

J

馬

場

。

ム

パ
バ
馬
鹿

4
マ

ニ

ハ

馬

庭

。

一

バ

バ

ノ

シ

バ

キ

ゴ

ヤ

馬

場

の

芝

居

小

屋

麗

臨

バ
バ
ザ
キ
チ
ョ
ウ
馬
場
崎
町
金
制
仰
の
町
名
0

・
二
一
一
年
に
金
持
卯
辰
山
の
嶺
上
を
平
均
し
、
商
家
を
建

務
政
の
時
横
山
民
邸
地
の
横
沼
り
を
馬
揚
先
と
呼
ん
一
築
し
て
束
御
影
町
と
い
ひ
、
そ
の
繁
昌
す
る
に
伴
う

だ
。
附
廷
に
横
山
氏
の
翻
馬
場
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
一
て
、
明
治
元
年
芝
居
小
屋
を
建
て
た
。
然
る
に
幾
観

る
。
明
治
四
年
四
用
戸
籍
編
成
の
時
馬
場
先
を
殴
め
一
も
な
く
山
上
の
町
勢
が
袋
徴
し
た
の
で
、
彼
の
建
物

て

馬

場

崎

町

と

し

た

。

一

を

闘

助

馬

場

の

嬢

跡

に

移

縛

し

、

環

座

と

稿

し

て

興

パ
バ
シ
ヒ
馬
場
椎

J
サ
カ
キ
ノ
パ
パ

Y
ヒ
一
行
し
た
。
之
を
馬
場
の
芝
腐
と
呼
び
、
浅
野
川
方
面

積

弁

の

馬

場

椛

。

一

に

芝

陪

小

屋

の

建

築

せ

ら

れ

た

初

で

あ

る

。

バ
バ
ジ
ヨ
ウ
馬
場
披
ピ
パ
鳳
至
郡
馬
場
に
一
パ
バ
マ
ゴ
ザ
エ
モ
ン
馬
場
探
左
衛
門
元
は
越

在
っ
た
。
越
登
賀
三
州
志
に
、
里
人
城
山
と
い
ふ
。
一
前
に
在
っ
て
、
姻
丹
後
守
直
笥
の
家
人
で
あ
っ
た
が
、

今
此
の
遜
の
郷
長
馬
場
村
八
左
衛
門
家
の
後
で
あ
一
正
保
三
年
前
回
刺
常
に
召
出
さ
れ
、
二
百
石
を
賜
は

り
、
鏡
石
石
見
守
が
跨
た
と
い
ふ
が
年
隠
は
未
だ
考
一
っ
た
。
寛
文
八
年
授
。
子
孫
滞
に
世
襲
す
る
。

へ
ぬ
と
寵
し
て
ゐ
る
o
J
S
M
l
y
ウ
ヂ
仁
岸
氏
。
一
バ
パ
マ
チ
馬
場
町
金
揮
の
町
名
。
務
政
申
は

ハ
ハ
ソ
ハ
ラ
シ
ユ
ウ
梓
原
集
二
鋤
四
巻
。
金
一
関
助
馬
場
と
講
ず
る
滞
士
の
調
馬
場
が
在
っ
た
か

揮
の
俳
人
句
空
審
。
護
句
は
主
と
し
て
此
の
地
方
の
一
ら
、
附
廷
の
惣
名
を
浅
野
川
馬
場
と
呼
び
、
共
の
町

も
の
が
多
く
、
一
一
一
容
の
歌
仙
も
あ
る
。
践
に
は
、
一
筋
が
い
く
つ
も
在
っ
た
の
で
、
馬
場
何
番
丁
と
稿
し

元
線
五
歳
中
秋
日
桑
門
句
空
と
あ
っ
て
、
白
山
均
時
一
た
。
今
は
一
番
丁
よ
り
六
番
丁
ま
で
と
す
る
。

柿
枇
へ
の
奉
納
集
で
あ
る
と
し
て
あ
る
。
題
名
は
ニ
バ
パ
マ
チ
馬
場
町
ピ
ハ
金
禄
石
捕
萄
枇
地

宗
祇
が
白
山
諦
頂
の
際
に
よ
ん
だ
と
い
ふ
『
天
照
す
一
の
下
な
る
暖
筋
を
古
来
ぱ
ん
ぱ
町
と
呼
ん
だ
。
佐
久

跡
の
は
L
そ
の
み
や
ま
か
な
』
か
ら
取
る
。
京
弁
筒
一
関
盛
政
尾
山
在
城
の
頃
、
此
の
地
を
調
馬
場
と
し
た

屋

庄

兵

衛

板

。

一

所

で

あ

る

と

い

ふ

。

も

と

本

多

民

の

下

郎

で

あ

っ

た

パ
バ
デ
馬
場
出
羽
咋
郡
商
谷
内
の
内
の
小
字
。
一
頃
か
ら
馬
場
町
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
が
、
今
は
本
多
町

バ
バ
ナ
カ
テ
ル
馬
場
仲
甥
遁
稽
木
工
太
夫
・
三
一
一
番
丁
乏
な
っ
て
ゐ
る
。

左
衛
門
・
五
郎
左
衛
門
。
正
徳
近
年
焚
の
諮
知
二
百
一
ハ
ピ
ア
ン
巴
比
傘
ハ
ピ
7

y
は
叉
パ
ヒ
ア

y
・


